
新設する導水管と既設導水管の運用切替えに必要なバルブを設置するようすです。
バルブ内の弁体（円盤状のディスク）が回転することで、水の流れを変えることができます。
この工事では、皆様への水道水の供給に影響がでないよう、断水せず通水したまま設置
できる特別な工法を採用しました。

インサート工法によるバルブ設置のようす

もうすぐ完成！
導水管更新事業特集

令和7年3月1日発行
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新しい導水管の運用を開始します新しい導水管の運用を開始します
　導水管は、取水場で取水した原水を浄水場まで導く
延長約5km、口径2400mmの管路で、企業団の水供給
システム上流に位置する重要施設です。
　老朽化した管路による事故リスクを軽減
するため、新たな導水管を布設する工事を
令和元年度から実施しています。

　既設導水管は、法定耐用年数（40
年）を超過しているため、経年化による
事故リスクが高まっています。
　漏水や地震による被害の拡大を防ぐ
ため、計画的な管路更新が必要です。

令和７年４月運用開始予定

事業の目的

いつでも安全な水道用水の供給

災害対策の強化
老朽化した管路の更新

●経年化に起因する漏水事故のリスクを
低減し、管路の安全性を確保します。
●耐震管を採用することにより大規模
地震に対する耐震性能の向上を図ります。

●一方の導水管を停止することが可能とな
るため、計画的な保全管理を行うことで
事故の発生を未然に防止します。
●一方の導水管に万一事故が発生しても、
もう一方を使用することで、安定的に送
水を継続できる仕組みとなっています。

●従来と比べて取水ポンプ運転に係る
電力量を年間12％削減することがで
きます。
●電力量の削減により、二酸化炭素（CO2）
排出量を年間で約700トン削減するこ
とができます。

管路事故
リスクの低減

維持管理・
バックアップ機能の強化

ランニングコスト・
環境負荷の低減

　既設導水管は単一管路のため、
管路事故等により導水を停止
した場合は、構成団体への水道
用水の供給が停止することにな
ります。
　給水停止は住民生活や都市
活動に重大な影響を及ぼすこと
になるため、緊急時にも対応可
能なシステムの構築が必要です。

バックアップ機能の強化 　新しい導水管は耐震管・耐震継手を使用し、固く安定した
地盤が広がる地下40mのところに埋設しています。

地震に強い管路の整備

　既設導水管を有効活用し、管路を２条化することで、バック
アップ機能を強化します。

管路の２条化

E F F E C T

P U R P O S E F E A T U R E S

切替バルブ

既設導水管

新設導水管

切替バルブ
取水場 浄水場

新設導水管（耐震管）
深さ
40m

引っかかって
抜けない

軟弱地盤を含む（沖積層）軟弱地盤を含む（沖積層）

安定地盤（洪積層）安定地盤（洪積層）

継手
部分の構造

既設導水管
長さ 約5km

新設導水管
（直径2,400mm）
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①【安全】安全な水道用水の安定した供給
〈取組事項〉 〈構成団体への給水量（千葉県営水道・７市営水道）〉

年間総給水量　1億7,331万㎥　前年度比 102.3%（東京ドーム約140杯分）

［資本的収支］
水道施設を整備するための予算

（消費税込み数値　単位：億円）

［収益的収支］ 
水道水をつくるための予算

（消費税込み数値　単位：億円）

令和7年度予算の概要 令和７年度予算は、第16次経営戦略に掲げた施策に基づき、
以下の取組事項を着実に推進するための経費を計上しました。

４９７百万円
○安定給水の確保－送水管整備事業の実施
　・第二送水管布設工事（関宿線7工区）　等
②【強靱】総合的な災害対策の実施 ３３百万円
○防災・減災対策の強化－災害・事故等に強い施設整備の実施
　・送水管補修弁交換工事　等
③【持続】経営基盤の強化 １,９０９百万円
○アセットマネジメントの実践による効率的・効果的な事業運営
　－アセットマネジメントに基づく計画的な施設更新
　・排水処理施設計算制御設備更新工事　等
○持続可能な経営基盤の強化－地球温暖化対策の推進
　・排水処理棟空調・換気設備更新工事　等

千㎥
80,00040,00030,00020,00010,0000

千 葉 県

松 戸 市

野 田 市

柏 　 市

流 山 市

我孫子市

習志野市

八千代市 10,158

11,044

6,680

16,425

35,893

14,726

5,475

72,915

水源を取得するための負担金

借入金

老朽化施設を
更新するための事業費減価償却費

などから生じる内部留保
資金で補てん

借入金の返済

18

25

動力・薬品・修繕など
水道水を供給するための費用

63

減価償却費など

61
その他

6

借入金に対する
支払利息

4
給水収益

（構成団体からの給水料金収入）

126
支出

億円
44

支出

億円
128

収入

億円
132

1

収支差益
（消費税控除後）

1

2

42

第16次経営戦略を策定しました第16次経営戦略を策定しました
企業団では、中長期的な経営の基本計画として、令和７年度から令和16年度までの経営戦略を新たに策定しました。
この中では、３つの基本施策と６つの取組方針を定め、将来にわたり信頼される水道を目指してまいります。
詳細は、ホームページに掲載しています。

●安定給水の確保
必要水量の供給に向け、水利権の確保や浄水
施設能力の増強に取り組みます。
●水質管理体制の強化
水質検査の品質の維持と技術の向上に努め
ます。

●防災・減災対策の強化
災害・事故等に強い水道システムの構築を目
指し、水道施設の耐震化や大規模浸水被害を
想定した浸水対策の検討を実施します。
●災害時の対応力の強化
危機管理体制の充実を図るため、マニュアル
類の改正や実地訓練等を継続して行います。

●アセットマネジメント※の実践に
　よる効率的・効果的な事業運営
水道施設の重要度・優先度を踏まえた計画
的な施設更新を実施します。
●持続可能な経営基盤の強化
財政基盤の強化や地球温暖化対策の推進等、
健全な事業運営に向けた取組を推進します。

安全な水道用水の
　　　　安定した供給

[基本施策 1] 安 全
あん ぜん

[基本施策 2] 強 靱
きょう じん

[基本施策 3] 持 続
じ ぞく

[ 取組方針 ]

総合的な災害対策の実施
[ 取組方針 ]

経営基盤の強化

※アセットマネジメント･･･長期的視点に立ち、効率的かつ効果的に水道施設を管理
　　　　　　　　　　　　  運営するための資産管理手法

[ 取組方針 ]

収入

億円
2

メデちゃん
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第47回

千葉県では、「水についての考え」や「水の使い
方」について中学生から作文を募集しています。
令和６年度　千葉県表彰式の様子

＊テ ー マ 『水について考える』（個別の題名は自由）
＊応募資格 令和７年度に県内在住・在学の中学生
＊申込方法 400字詰原稿用紙4枚以内
 本文の前（原稿用紙枠内）に、①題名、②学校名（ふりがな）、③令和7年度の学年、
 ④氏名（ふりがな）を明記して下記まで郵送（電子データでも可）
＊申込締切 令和７年5月9日（金）必着
＊送付先及び 〒260-8667　千葉市中央区市場町1番1号
　お問い合わせ先 千葉県 総合企画部 水政課 水資源・水利班
 電話：043-223-2273　電子データ送付先：suisei3@mz.chiba.lg.jp
＊入賞発表　6月中旬頃に所属する中学校等を通じて入賞者へ通知します。

全日本中学生全日本中学生水の作文コンクール全日本中学生全日本中学生水の作文コンクール
8月1日は「水の日」、8月1日から
7日までは「水の週間」です。

有機フッ素化合物
（PFOS及びPFOA）について

間間週週道道水水 ですです
第 回第67回

令和7年度 職員採用試験

受付期間、試験日程、受験資格等採用試験の詳細は、
企業団ホームページをご覧ください。

企業団では、令和8年4月採用予定
の職員を募集します。採用された
職員は、地方公務員となります。

総務調整室
047-345-3211

お問い合わせ

人事行政運営等の状況
1 職員給与の内容1 職員給与の内容 2 職員に関する状況2 職員に関する状況

3 職員の勤務時間その他勤務条件3 職員の勤務時間その他勤務条件

北千葉広域水道企業団職員の人事や給与などの状況についてお知らせします。
（地方公務員法及び企業団条例に基づいて公表している内容です。）
詳細はホームページでご覧いただけます。

■職員の初任給

（令和６年４月１日現在）
学校卒業後、すぐに採用された場合の初任給です。

大学卒業

高校卒業

区　　分

225,600円

194,500円

月　　額

　当企業団は、日勤職員のほか浄水場を２４時間運転管理するため交替制勤
務職員を置いています。

交替制
勤務職員

日勤職員 1日あたり7時間45分
1週間あたり38時間45分

勤務時間区分 開始時刻 終了時刻 休憩時間 年次休暇

8時30分 17時15分 12時～13時

1勤務あたり15時間30分 16時45分 翌日9時15分 1時間

１年度最高20日
（20日限度で繰越可能）
職員平均取得実績
14日1時間（令和5年度）

総務調整室 047-345-3211●お問い合わせ

※職員の休暇制度は、表に掲げる年次休暇のほか療養休暇、特別休暇等があります。

■年齢別職員数（構成比）

　今後、50歳代の職員が順次定年退職を迎えることから、年齢構成の平準化に
配慮した計画的な職員採用に努めることとしています。

18人
（22%）

19人
（24%）

12人
（15%）

27人
（33%）

5人
（6%）

20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代

（令和６年３月３１日現在）

夜間勤務手当などその他

給　料

扶養手当

地域手当

住居手当

その他

職員１人当たり平均支給年額　255千円時間外勤務
休日勤務手当

支給対象職員1人当たり平均支給年額  10,148円
職員全体に占める手当支給職員の割合   20.25%
手当の種類 6種類
支給額の多い手当 浄水等作業手当､危険作業手当

定年
24.586875月
47.709月

自己都合
19.6695月
47.709月

区分
勤続20年
最高限度額

退職手当給
支
に
時
臨

給
支
て
じ
応
に
績
実

与
　
　
　
　
　
　
　
給

給料表に定める額

子    10,000円
16歳から22歳までの子   1人5,000円加算
子以外の扶養親族  1人6,500円

8%

家賃の額に応じて28,000円を限度に支給
（家賃16,000円を超える場合に限る）

通勤手当、管理職手当など

１人当たり平均支給年額　 1,671千円
期末手当 2.45月分　勤勉手当 2.05月分
※職制上の段階、職務の級などによる加算措置があります。

特殊勤務手当
危険、不快、不健康、困難
などの著しく特殊な勤務
に従事したときに支給

期末・勤勉手当
民間企業のボーナスに
相当する手当

■職員の平均年齢、平均給料月額、
　平均給与月額 （令和６年４月１日現在）

※給与月額とは、月々支給される給料と諸手当（期末・勤勉手当、
退職手当を除くすべての手当）の合計をいいます。

42歳8月 315,374円 396,788円

平均年齢 平均給料月額 平均給与月額

■特別職の給料・報酬
（令和６年４月１日現在）

※期末手当には、一般職と同様の加算措置があります。

企業長（常勤）

議　長

副議長

議　員

区　　分

720,000円

 27,000円

 26,000円

 25,000円

報酬月額 期末手当

6月期
 2.25月分
12月期
 2.25月分
計 4.50月分

■職員数 （令和６年４月１日現在）

※職員数は、一般職に属する職員数です。

８１人
〔９８人〕

８３人
〔９８人〕

△2人
〔０人〕

Ｒ６ Ｒ５ 増減

退職等

増減の理由

 職  員  数
 〔条例定数〕

区　分

　 地方公営企業職員の給与は、「地方公営企業法」により、
一般家庭の生計費、同一又は類似の職種の国及び地方公共
団体の職員並びに民間事業の従事者の給与の状況等を考
慮して定めることになっています。
　当企業団では、千葉県等構成団体の給与制度に準拠して
定めた条例に基づいて、給与を支給しています。

職員採用上級試験

各3人
程度

若干名

平成７年４月２日
から

平成１６年４月１日
までに
生まれた方

事 務

水質（生物）
電 気
土 木

試験職種 受験資格採用予定人員 職務の内容

教養試験
専門試験
　論文
　面接

専門試験
　論文
　面接

試験内容

庶務・広報・人事・経理・企画立案等の一般事務

水道施設の計画・設計・施工管理、維持管理の業務等

水道施設の計画・設計・施工管理、運転・保守管理の業務等

水道用水供給事業の水質管理業務等

技術職（土木・電気・水質）は教養試験がありません！

　今号では、導水管更新事業と第16次経営戦略について紹介しました。
　今、全国の水道事業体において、高度経済成長期に整備された水道施設が一斉に更新の時期を迎
えています。企業団も例外ではなく、法定耐用年数を超えた管路の割合は８割を超えていることか
ら、まずは企業団の水供給システムの最上流に位置する導水管を更新しました。
　昨今の物価高騰など、水道を取り巻く事業環境は厳しさを増していますが、今回策定した第16次
経営戦略に掲げる方針のもと、老朽化施設の更新、財政基盤の強化、人材の確保など様々な課題を
解決しながら、安全な水道用水を安定的に供給できるよう健全な事業運営に努めてまいります。

　水道水におけるPFOS等については、年４回検査を行い、水道
水が安全であることを確認しています。
　直近（令和6年11月）の検査結果は、5ng/L未満（国が定める
暫定目標値は50ng/L以下）となっています。
　過去の水質検査の結果については、企業団ホームページから
ご覧いただけます。

ナノグラムパーリットル

水音／No.30

令和7年3月1日（年2回発行）


